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～川南小ＪＲＣ委員会～
６月７日（日）サンＡ川南文化ホールにお

いて第５８回川南町福祉大会が開催され，ボ
ランティア活動功労として，本校のＪＲＣ委
員会（Junior Red Cross の略）が表彰されま
した。これは，本校の永年にわたってのボラ
ンティア活動の取組が認められたもので，大
変嬉しく思っています。主な活動としては，
高学年を中心とした登校後の「朝の清掃活動」
「あいさつ運動」全学年での休み時間の「環
境美化活動」「募金活動」や保護者と連携した
「ベルマーク活動」などを行っています。

これまでは学校内でのボランティア活動が
中心でしたが，今後は「学校から地域へ」を
合言葉にして，さまざまなボランティ活動が
広がることを期待しています。例えば，地区
によっては通学路や公民館の清掃活動や高齢
者とのふれあい活動などを行っている地域も
あります。ボランティア活動を通して，「働く
ことの意義を理解し，社会に奉仕する喜びを
知って公共のために役立つことをする」とい
う道徳的実践力を高めたいと考えています。

<全校集会「ＪＲＣ登録式」での児童あいさつ>
川南小では，募金活動やベルマーク収集活動

を続けています。私は，６年生になってから朝

のボランティア活動にも取り組んでいます。ち

ょうど１年前のＪＲＣ登録式でのお話を思い出

し，自分なりに真剣に取り組んでいるつもりで

す。また，普段の生活の中でも，地域や学校の

ゴミを拾ったり，地域の方に元気のよいあいさ

つをしたり，トイレのスリッパをならべたりす

るなど，自分から「気づき・考え・実行する」

ことはできます。

そして，こうした小さな行動を積み重ね，自

分たちの生活の中で気づく力を身に付け，自分

たちにできることは何かを考える力を育て，進

んで実行する力を育てていくことが，私たち一

人一人に与えられた大切な役目だということが

わかりました。

そこで，いろいろな人たちとのふれあいや体

験活動を通して，青少年赤十字の目標である「気

づき・考え・実行する」力を身に付けることを

誓うとともに，最上級生である私たちが，下級

生や友達のために共に支え合い，明るく楽しい

川南小学校を築き上げるよう努力します。

児童代表 ＪＲＣ委員会委員長 織田 爽
さやか

◇ ７月 行事予定 ◇
１ 水 全校集会
２ 木 参観日・地区懇談会・心肺蘇生法講習

３ 金 クリーン活動

４ 土 少年の日
６ 月 計算コンクール（~17）委員会活動

健康生活週間 (~10)
７ 火 唐中参観日

１０ 金 プール清掃
１３ 月 夏休み図書貸出(~17)

期末清掃週間(~17)学校保健委員会

１５ 水 集団下校
１７ 金 学年集会（計算コンクール表彰）

１９ 日 家庭の日
２０ 月 海の日
２２ 水 終業式
２３ 木 危険箇所点検
２４ 金 町水泳記録会 中体連
２５ 土 中体連
２６ 日 中体連
２７ 月 サマースクール チャレンジ水泳教室

２８ 火 サマースクール チャレンジ水泳教室

３１ 金 登校日 三大開拓地交流事業
町子どもの活動フォーラム

学校における道徳教育は，豊かな心を育み，
人間としての生き方の自覚を促し，その基盤と
なる道徳性を養うことをねらいとする教育活動
です。そして，子どもが本来もっている「人間
としてよりよく生きたい」という願いや想いを
実現するための資質・能力としての道徳性を育
成することにあります。

本校では，教育活動全般を通した心の教育を
研究の柱とし「自分を大切に考え，相手を思い
やり行動できる児童の育成」を研究主題に掲げ
て実践しています。また，平成３０年度から道
徳が教科となります。このことを踏まえ，道徳
の教科化を見据えた研究も行っています。

６月２３日は教育委員会が主催する川南小の
学校訪問が行われました。指導主事等が全授業
を参観しましたが，特に道徳については研究授
業を実施し，全職員で授業参観・研究協議を行
い，これまでの研究について検証を図りました。

教育長や指導主事から，組織的に取り組んで
おり，最新の研究である。他校の模範となって
ほしいと激励を受けました。本研究を通して，
子どもたちの相手を思う心や自分を大切に考え
る心などが育っていると実感しています。




